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目的　近年，壮年期就労者の自殺・うつ病の増加が問題となっている。壮年期就労者は職場・家庭
で多重責務を担い，そのメンタルヘルスは職場・家庭・地域のストレッサー，ストレス緩衝要
因に影響されると考えられる。このため，本研究は壮年期就労者の抑うつ状態に影響を与える
職場・家庭・地域要因を検討した。

方法　首都圏Ａ市Ｂ区の住民基本台帳から30～65歳の男女1,190名を年齢層化無作為抽出し，郵送
法による無記名自記式質問紙調査を実施した。抑うつ状態はＫ 6で評価した。ストレッサーの
職場要因として組織風土を，家庭要因として家事・育児の忙しさ等 7項目を把握した。ストレ
ス緩衝要因としては，職場・家庭・地域のソーシャルサポートに加え，趣味・習い事，ソー
シャルキャピタル等を把握した。χ2検定，Mann-Whitney検定を用いて抑うつの有無におけ
る 2群間比較を行った。

結果　調査票は412名から返送があり（回収率34.6％），就労者でK 6に欠損のない215名を分析対
象とした。対象者の平均年齢は48.0±10.0歳，男性105名（48.8％）であった。抑うつ群68名
（31.6％），非抑うつ群147名（68.4％）であった。抑うつ状態との関連性がみられた基本属性
は，世帯状況，暮らし向き，主観的健康感，生活満足度であった。ストレッサーの職場要因で
は，伝統性尺度，組織環境尺度が，家庭要因では，家事・育児の忙しさ，子の教育上の問題，
家族や親戚との人間関係上の問題，家族の健康問題，金銭面の問題で抑うつ状態との関連性が
みられた。ストレス緩衝要因に関して，職場要因では抑うつ群の上司・同僚のソーシャルサ
ポートが低得点であった。地域要因では，趣味・習い事なし，ソーシャルキャピタルの助け・
あいさつ等で抑うつ状態との関連性がみられた。

考察　壮年期就労者の抑うつ対策には，職場での上司・同僚からのソーシャルサポートの充実，地
域での趣味・習い事の充実，ソーシャルキャピタルの醸成が有効であることが示唆された。ま
た，これらの対策を効果的に実施するためには，職場，家庭，地域の連携体制の構築が必要と
考えられた。
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壮年期就労者の抑うつ状態に影響を与える
職場・家庭・地域要因の検討
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Ⅰ　緒　　　言

　近年，産業現場における過重労働，成果主義，
人間関係の複雑化等に伴い，就労者の約 6割が

職業生活において強い不安，悩み，ストレスを
自覚していることが報告されている1）。中でも
壮年期の就労者は，家庭においても中核を担う
時期であり，異なる複数の生活環境に属し多重
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責務を担うことから2），ストレスを強く感じて
いると考えられる。実際，国内のうつ病患者数
の半数以上を壮年期層が占め3），自殺者数にお
けるその割合も 6割を超える4）。このため，壮
年期就労者のメンタルヘルス，とりわけ抑うつ
対策は喫緊の課題であるといえる。
　就労者のメンタルヘルスに関する先行研究は，
特定の事業所，特に健康管理体制が整った事業
所で行われていることが多く5）-9），壮年期就労
者の全体像を捉えた報告はあまりない。これら
の研究では，関連要因の検討についても職場の
要因に特化しているものが多く5），家庭要因を
取り上げているものについては，その測定方法
や内容に不足が認められる6）-9）。一方，壮年期
住民を対象とした研究では，就労の有無による
分析がなされていなかったり，関連要因につい
て地域要因を中心に検討されているため10），壮
年期就労者のメンタルヘルスの全体像を捉え，
包括的に関連要因を検討した先行研究は十分と
は言い難い。さらに，壮年期住民のメンタルヘ
ルスについて，抑うつ状態を指標として測定し
た研究は極めて少ない。
　このため，本研究では壮年期就労者における
抑うつ状態と職場，家庭並びに地域におけるス
トレッサーとストレス緩衝要因の関連を明らか
にすることを目的とした。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象
　首都圏Ａ市Ｂ区の住民基本台帳に基づいて年
齢層化無作為抽出された，対象人口の1/50にあ
たる30～65歳住民1,190名である。

（ 2）　調査方法
　郵送法による無記名自記式質問紙調査を行っ
た。調査票は調査依頼状，返信用封筒とともに
対象者へ個別に郵送した。本研究の趣旨に同意
が得られた場合のみ無記名にて記入し，返送し
てもらった。調査依頼状には，本研究の趣旨，
個人情報の保護，結果の報告方法について明記
した。

（ 3）　調査項目
1)　抑うつ状態
　本研究では，うつ病・不安障害のスクリーニ
ング尺度であるＫ 6 11）を用いて，抑うつ状態を
測定した。質問に対して 0～ 4点の 5件法で回
答を得て，合計得点を算出し，先行研究11）同様
5点をカットオフ値として 5～24点を「抑うつ
群」， 0～ 4点を「非抑うつ群」とした。
2)　基本属性
　性別，年齢，世帯状況，暮らし向き，職業，
職位，勤務年数， 1日平均労働時間，通院状況，
身体症状の有無，主観的健康感，生活満足度に
ついて尋ねた。生活満足度は視覚的アナログ尺
度を用い，100点満点で表した。
3)　職場・家庭のストレッサー
　職場のストレッサーとして，組織風土を測定
するため，組織風土尺度12項目版（以下，
OCS-12）12）を用いた。本尺度は「強制的・命令
的で封建的な風土」を指す伝統性尺度と「従業
員の参加度が高く合理的な組織管理がなされて
いる風土」を指す組織環境尺度の 2つの下位尺
度から成る。各質問項目について，「はい」 2
点，「いいえ」 1点の 2件法で尋ね，下位尺度
ごとに合算した。
　家庭のストレッサーとしては，先行研究6）9）13）

を参考に，「家事・育児の忙しさ」「子の教育上
の問題（しつけ，成績，受験など）」「子の反社
会的行動（暴力傾向，非行，いじめ，不登校な
ど）」「家族や親戚との人間関係上の問題」「家
族の健康問題」「親の介護の問題」「収入や家計，
小遣いなどの金銭面の問題」の 7項目について，
該当するか否かを「はい」「いいえ」の 2件法
で尋ねた。なお，地域の要因については，これ
までストレッサーとして検討した先行研究が十
分存在しないため，本研究ではストレス緩衝要
因としてのみ扱うこととした。
4)　職場・家庭・地域のストレス緩衝要因
　職場，家庭，地域におけるストレス緩衝要因
として，それぞれの場におけるソーシャルサ
ポートを取り上げ，職業性ストレス簡易調査
票14）を参考に，「職場の上司，同僚」「配偶者，
家族」「近隣の友人，知人」に対して，「どのく
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らい気軽に話が出来ますか」「あなたの個人的
な問題を相談したら，どのくらい聞いてくれま
すか」を尋ね，「非常に」 1点から「全くな
い」 4点の 4件法で回答を得た。
　さらに，地域におけるストレス緩衝要因とし
て，趣味・習い事，地域活動，外出の状況につ
いて尋ね，趣味・習い事については，その有無
を尋ねた。また，地域活動の参加頻度並びに参
加積極度と，外出頻度について，それぞれ 5件
法で尋ねた。
　また，地域におけるストレス緩衝要因として，

ソーシャルキャピタルの関与を想定し，主観的
ソーシャルキャピタル・スケール15）16）を用いて
測定を行った。本尺度は 6項目の質問からなり，
「全くあてはまらない」 1点から「非常によく
あてはまる」 5点の 5件法で尋ねた。

（ 4）　分析方法
　対象をＫ 6のカットオフ値で「抑うつ群（ 5
点以上）」「非抑うつ群（ 4点以下）」の 2群に
分け，ストレッサー並びにストレス緩衝要因の
比較検討を行うため，χ2検定，およびMann-

WhitneyのＵ検定を実施し
た。統計ソフトはPASW 
Statistics18.0を使用し，有
意水準は 5％未満とした。

（ 5）　倫理的配慮
　本研究は，横浜市立大学
医学部看護学科倫理審査委
員会の承認を受けた後，実
施した（受付番号：0912-
093246）。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　分析対象
　412名から調査票が返送
され（回収率34.6％），この
うち就労者は244名（59.2％）
であった。データとして，
Ｋ 6，生活満足度，OCS-
12，家庭ストレス 7項目の
すべてに欠損のない215名
を分析対象とした（有効回
答率88.1％）。

（ 2）　抑うつ状態
　抑うつ群は68名（31.6％），
非抑うつ群は147名（68.4％）
であった。Ｋ 6のCronbach
のα係数は0.89であった。
また，両群のＫ 6の平均値

表 1　基本属性
（単位　名，（　）内％）

　
抑うつ群
（ｎ＝68）

非抑うつ群
（ｎ＝147）

2 群間
比較
ｐ値

性別：男性 31 (45.6) 74 (50.3) n.s.　　　女性 37 (54.4) 73 (49.7)
年齢2）：30～39歳 20 (29.4) 28 (19.0)

n.s. 40～49 18 (26.5) 51 (34.7)
 50～59 21 (30.9) 39 (26.5)
 60～65 9 (13.2) 29 (19.7)
世帯状況：単身 5 ( 7.4) 12 ( 8.2)

*

　　　　　配偶者（パートナー）と同居 5 ( 7.4) 36 (24.5)
　　　　　配偶者（パートナー）および子と同居 38 (55.9) 72 (49.0)
　　　　　子と同居 4 ( 5.9) 3 ( 2.0)
　　　　　親と同居 9 (13.2) 8 ( 5.4)
　　　　　 3世代で同居 5 ( 7.4) 14 ( 9.5)
　　　　　その他 2 ( 2.9) 2 ( 1.4)
暮らし向き：余裕がある 2 ( 2.9) 17 (11.6)

*　　　　　　やや余裕がある 28 (41.2) 61 (41.5)
　　　　　　やや苦しい 23 (33.8) 57 (38.8)
　　　　　　苦しい 15 (22.1) 12 ( 8.2)
職業：会社員・公務員 37 (54.4) 81 (55.1)

n.s.　　　自営業 3 ( 4.4) 8 ( 5.4)
　　　パート・アルバイト 28 (41.2) 58 (39.5)
職位：経営層の管理職 6 ( 8.8) 17 (11.6)

n.s.　　　経営層以外の管理職 10 (14.7) 21 (14.3)
　　　一般社員 50 (73.5) 103 (70.1)
勤務年数： 3年未満 11 (16.2) 32 (21.8)

n.s.
　　　　　 3～10年 27 (39.7) 43 (29.3)
　　　　　11～20年 13 (19.1) 35 (23.8)
　　　　　21～30年 6 ( 8.8) 20 (13.6)
　　　　　30年以上 11 (16.2) 17 (11.6)
1 日の平均労働時間： 4時間未満 4 ( 5.9) 18 (12.2)

n.s.
　　　　　　　　　　 5～ 6時間 13 (19.1) 29 (19.7)
　　　　　　　　　　 7～ 8時間 32 (47.1) 48 (32.7)
　　　　　　　　　　 9～10時間 9 (13.2) 38 (25.9)
　　　　　　　　　　11時間以上 9 (13.2) 14 ( 9.5)
通院：あり 16 (23.5) 45 (30.6) n.s.
自覚身体症状：あり 51 (75.0) 90 (61.2) n.s.
主観的健康感：健康 11 (16.2) 34 (23.1)

**　　　　　　　まあ健康 46 (67.6) 108 (73.5)
　　　　　　　あまり健康でない 11 (16.2) 5 ( 3.4)
　　　　　　　健康でない - (   -) - (   -)
生活満足度2）：range： 0 -100点（平均値±標準偏差） 56.0±22.3 69.7±20.0 ***
注　1）　*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01，***ｐ＜0.001，n.s.：not signifi cant
　　2）　年齢と生活満足度はMann-WhitneyのＵ検定，それ以外は，χ2検定
　　3）　欠損値は分析ごとに除外した
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（SD）は，抑うつ群8.7
（3.8）点，非抑うつ群
1.3（1.3）点であった。

（ 3）　基本属性
　表 1に抑うつ 2群の
基本属性を示した。世
帯状況は両群とも「配
偶者（パートナー）お
よび子と同居」が最も
多く，次いで抑うつ群
では「親と同居」，非
抑うつ群では「配偶者
（パートナー）と同
居」が多くみられた。
暮らし向きについては，
非抑うつ群と比較して，
抑うつ群では「苦し
い」の割合が高かった。
また，主観的健康感に
ついては，抑うつ群で
は非抑うつ群に比して
「あまり健康でない」
の割合が高かった。生
活満足度では，抑うつ
群の得点が有意に低
かった。その他の項目
において 2群間に有意
差はみられなかった。

（ 4）　職場・家庭のス
トレッサー

　表 2に抑うつ 2群の
職場・家庭のストレッサーを示した。職場要因
であるOCS-12について，非抑うつ群と比較し
て抑うつ群では伝統性尺度得点が有意に高く，
組織環境尺度得点が有意に低かった。なお，
OCS-12のα係数は伝統性尺度0.49，組織環境
尺度0.75であった。
　家庭ストレスについては，家事・育児の忙し
さ，子の教育上の問題，家族や親戚との人間関
係上の問題，家族の健康問題，金銭面の問題の

5項目において，抑うつ状態との有意な関連が
みられた。

（ 5）　職場・家庭・地域のストレス緩衝要因
　表 3に，抑うつ 2群の職場・家庭・地域のス
トレス緩衝要因について示した。ソーシャルサ
ポートについては，職場の上司・同僚のみに有
意差が認められた。趣味・習い事では「あり」
と答えた者が抑うつ群で有意に少なかった。

表 2　職場・家庭のストレッサー
（単位　名，（　）内％）

抑うつ群
（ｎ＝68）

非抑うつ群
（ｎ＝147）

2 群間
比較
ｐ値

OCS-122）：伝統性尺度　 （range6-12）（平均値±標準偏差） 8.7±1.5 8.1±1.4 **
 組織環境尺度（range6-12）（　　　 〃 　　　） 8.6±2.0 9.1±1.9 *
家庭ストレス3）：家事・育児の忙しさ 32 (47.1) 38 (25.9) **
あり 子の教育上の問題 30 (44.1) 40 (27.2) *
 子の反社会的行動  2 ( 2.9)  1 ( 0.7) n.s.
 家族や親戚との人間関係上の問題 22 (32.4) 23 (15.6) **
 家族の健康問題 33 (48.5) 39 (26.5) **
 親の介護問題 18 (26.5) 40 (27.2) n.s.
 金銭面の問題 36 (52.9) 55 (37.4) *

注　1）　*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01，n.s.：not signifi cant
　　2）　組織風土尺度12項目版，Mann-WhitneyのＵ検定
　　3）　χ2検定

表 3　職場・家庭・地域のストレス緩衝要因
（単位　名，（　）内％）

抑うつ群
（ｎ＝68）

非抑うつ群
（ｎ＝147）

2 群間
比較
ｐ値

ソーシャルサポート2）：職場の上司，同僚（平均値±標準偏差） 5.1±1.3 4.6±1.4 *
（range2-8） 配偶者，家族　　（　　　 〃 　　　） 3.1±1.3 2.8±1.1 n.s.
 近隣の友人，知人（　　　 〃 　　　） 5.3±1.8 5.2±1.6 n.s.
趣味・習い事：あり 45(66.2) 122(83.0) **
地域活動参加頻度：週に 3回～毎日  -(   -) -(   -)

n.s.
　　　　　　　　　週に 1～ 2回  -(   -) 1( 0.7)
　　　　　　　　　月に 1～ 3回  4( 5.9) 8( 5.4)
　　　　　　　　　 3カ月に 2回以下 19(27.9) 38(25.9)
　　　　　　　　　全くなし 45(66.2) 99(67.3)
地域活動参加積極度：積極的  -(   -) 3( 2.0)

n.s.
　　　　　　　　　　やや積極的  8(11.8) 19(12.9)
　　　　　　　　　　やや消極的 16(23.5) 32(21.8)
　　　　　　　　　　消極的 16(23.5) 44(29.9)
　　　　　　　　　　参加せず 28(41.2) 49(33.3)
外出頻度：ほとんど毎日 45(66.2) 100(68.0)

n.s.
　　　　　週 4～ 5日 11(16.2) 27(18.4)
　　　　　週 2～ 3日  6( 8.8) 11( 7.5)
　　　　　週 1日  5( 7.4) 3( 2.0)
　　　　　週 1日未満  1( 1.5) 4( 2.7)
ソーシャルキャピタル2）： 地区安全（range1-5）（平均値±標準偏差） 3.4±0.9  3.6±0.8 n.s.
 助け　　（range1-5）（　　　 〃 　　　） 3.4±0.8  3.6±0.9 *
 留守世話（range1-5）（　　　 〃 　　　） 2.6±1.1  2.6±1.1 n.s.
 医療機関（range1-5）（　　　 〃 　　　） 3.5±1.0  3.6±1.0 n.s.
 あいさつ（range1-5）（　　　 〃 　　　） 3.4±0.9  3.8±0.9 *
 住み続け（range1-5）（　　　 〃 　　　） 3.3±1.1  3.7±1.0 **
 総得点　（range6-30）（　　　 〃 　　　）19.8±3.7 21.0±3.8 *
注　1）　*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01，n.s.：not signifi cant
　　2）　ソーシャルサポートとソーシャルキャピタルはMann-WhitneyのＵ検定，それ以外は，χ2検定
　　3）　欠損値は分析ごとに除外した
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ソーシャルキャピタルについて，抑うつ群では，
助け，あいさつ，住み続け，総得点の得点が有
意に低かった。なお，ソーシャルキャピタル総
得点のα係数は0.73であった。地域活動の参加
頻度と参加積極度，外出頻度では両群に有意差
はみられなかった。

Ⅳ　考　　　察

　本研究は，壮年期就労者の抑うつ状態に，職
場のストレッサーとストレス緩衝要因に加えて，
家庭のストレッサーと地域のストレス緩衝要因
が関連していることを明らかにしたものである。
これまで，壮年期就労者のメンタルヘルスには，
種々の職場要因が強い影響を与えることが報告
されてきたが5）-9），本研究では，様々な職種や
企業規模の職場で働く就労者が含まれる壮年期
地域住民においても，職場ストレッサーである
強制的・命令的で封建的な職場風土が抑うつ状
態の関連要因となることが示された。また，就
労している壮年期地域住民においても，職場の
上司・同僚からのソーシャルサポートが抑うつ
状態と関連することが明らかとなり，これらは
就労者の抑うつ対策において重要な要因である
ことが改めて確認された。抑うつ状態には仕事
の裁量度が関連することが知られているが17），
職場風土は仕事の裁量度にも強い影響を与え，
一方，上司による支援は仕事の裁量度に関連し
た抑うつ状態を緩和することが報告されている
ことから17），職場風土と職場ソーシャルサポー
トの相互への働きかけは，抑うつ状態の予防に
有効であることが示唆される。
　また，本研究では，家庭のストレッサーであ
る，家事・育児の忙しさ，子の教育上の問題，
家族や親戚との人間関係上の問題，家族の健康
問題，金銭面の問題の 5項目が抑うつ状態と関
連していることが明らかとなった。このうち，
子の教育上の問題，家族や親戚との人間関係上
の問題，金銭面の問題の 3項目については，先
行研究9）においては合わせて「家庭の問題」と
して扱われ，抑うつ状態との関連が示されてい
たが，本研究において個々の要因がそれぞれ抑

うつ状態と関連することが示された。また，金
銭面の問題に加え，基本属性の暮らし向きにつ
いても抑うつ状態と有意に関連しており，経済
的な問題が抑うつ状態に関連することが確認さ
れた。先行研究13）にて，子の反社会的行動が男
性の抑うつ傾向と関連することが報告されてい
るが，本研究では関連がみられなかった。本調
査対象においては子の反社会的行動「あり」の
割合が極めて少なかったことが結果に影響した
と考えられる。また，親の介護問題についても
本研究では関連がみられなかったが，介護の問
題「あり」と回答した者の 8割は親と同居して
おらず，主介護者でなかったことが一因と考え
られる。
　地域のストレス緩衝要因であるソーシャル
キャピタルについては，「助け」「あいさつ」
「住み続け」の 3項目において，抑うつ状態と
有意な関連がみられた。先行研究18）においても，
近所づきあいが抑うつ症状の出現と有意な関連
を示したとの報告があり，「助け」「あいさつ」
が行われるような近所づきあいのある地域づく
りは，日中地域を離れていることの多い就労者
においても抑うつ対策として有効であると考え
られる。また，趣味・習い事の有無も抑うつ状
態と関連することが示された。近年，生活の中
で優先したいこととして「仕事」を挙げる割合
が減少する一方，「家庭・地域生活」が増加し
ており，就労者の生活が仕事一辺倒から家庭・
地域生活重視へと変化していることが示唆され
ている19）。このため，地域において安価に趣
味・習い事に取り組める環境を提供することも
一方策と考えられる。
　本研究より，壮年期就労者の抑うつ予防対策
を職場，家庭それぞれ単独で行うことは困難で
あり，地域との連携が不可欠であると考えられ
た。しかしながら，地域で壮年期就労者を支援
する行政機関では，多くの場合壮年期層を担当
する部署が明確になっておらず，支援体制が
整っていない現状がある。このため，今後は壮
年期層担当や地区の全世代の住民に対応する地
区担当の充実が不可欠であり，加えて職域，学
校との連携強化が必要と考えられる。また，就
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労者の場合，職場と住居のある自治体が異なる
場合も多いため，自治体間の連携を強化し，壮
年期層の担当部署がつながる必要があると考え
られる。
　最後に，本研究の対象者の特徴として，「抑
うつ群」が占める割合は31.6％であり，同じく
壮年期住民（20～64歳）を対象とした先行研
究11）の10.2％と比較して 3倍近く高かったこと
があげられる。先行研究11）は全国を対象とした
ものであることに加え，国内の自殺・うつ病に
関する問題は，先行研究11）が実施された平成16
年度以降に急増しており，調査年による影響が
あることが考えられる。
　本研究では，ストレス要因とストレス緩衝要
因間の相互作用までは明らかとなっていない。
また対象地域が首都圏の一地域に限定されてい
るため，本研究結果の一般化には限界がある。
今後は対象地域を広げて検討を続けていくこと
が必要である。
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